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平和島スターボウル徳江  和則ジューク

サイド・スワイプジューク

SWERVEで一躍世界のピンアクションの常識を変えたHYPER SHOCK TECHNOLOGY。
そのTechnologyを惜しげもなくUpper Mid Performance(UMP)領域に採用したIMPLUSE。そして昨年11月発売された
CoverstockにもHYPER SHOCK TECHNOLOGYを組み込んだDOUBLE HYPER SHOCK TECHNOLOGYを発表した
TYRANTと、コロンビア社の開発は今でもブレることなく本物を追い続けています。
今回発売するJUKEはMid  Leve l  Per formance (MP)領域でMod ified  SD  Coreを搭載した運動性能が
”Length  w i th  Angu la r  Backend  ”という、日本人が最も好む先での動きが協調されたボールです。
テスティングした感想は、データがない状態でのテストドライブでは開発コンセプト通り「凄く先での動きが協調されている」と
感じたのが第一印象です。Coreの形状を予想できないほど、先での動きが協調されていたので、後からデータを確認したときに
「このようなボールができるんだ」とある意味、”良い期待の裏切られ方”を感じたほどです。
最近のコロンビア社のMP領域ではこれほど先で動きが協調されているボールは久しぶりというか、”非常に面白い出来”だと思います。
先で動く割にはオイルに流されたりする挙動は少なく感じますが、ドライゾーンでの向きの変わり方がしっかり見えるので、出し戻す
ラインを好んで投げたくなります。その軸の向きの変わり方や軸の起き方がしっかりと縦目にフィニッシュしてくるので、
しっかり107番ピンまで絡むのも見て取れます。先で動きが協調される性能のボールで一番の着目点は、先で動くポイントまでに
如何に安定して走り、オイルに弱くては困りますが噛み過ぎないことだと思います。このJUKEは非常にバランス良く、走りとキャッチの
整えられていると思います。先で動くボールの性能を追いかけている方は、満足して頂ける出来だと思います。
近年のコロンビア社にはなかった、先での動きを強調させた”Angular”なボールです。
出し戻しのラインでも十分板目を多く使えるでしょう。
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